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（平成 26 年 10 月 6 日受理）
Dutch Tomato Cultivar has Greater Sr Uptake and 
Is Likely to Have Higher Calcium Uptake and Transport Activity
than Japanese Tomato Cultivar





















































2007 年 9 月 10 日に‘桃太郎 8’（タキイ種苗）と
‘Quest’（De Ruiter Seeds 社）をロックウールキュー
ブに播種し，同年 10 月 19 日にロックウールスラブに
1 スラブ当り 4 株定植し 4 反復した．側枝はすべて除去
し，各果房 4 果にそろえた．栽培は愛知県武豊町にあ
るユニット工法ハウス（面積 972m2, 軒高 3.5m）にお
いて実施した．高さ 2.8m までハイワイヤー誘引を行い，





大塚 A 処方 1 単位（約 2.4dS/m）の養液に 1g/L の濃




達し，第 4 果房の 1 果実重が 20g 程度の時期であった．
c　サンプリング
翌日の 12 月 26 日の 7:00 に解体を開始し，茎葉部は
株元から茎頂まで葉位グループとして 6 分割した．L0～
L5 は茎葉を下部から 6 分割した部位であり，L0 は地際
から第 1 果房下 2 枚下までの茎葉部（葉と葉の中間部
の茎を切断），L1 は第 1 果房 2 枚下の上からその上 2 枚
までの茎葉部，L2 は，第 2 果房 2 枚下の上からその上 2
枚までの茎葉部，以下，L3，L4 は同様であり，L5 は L4
以上の茎葉部とした．果実は第 1～ 4 果房を果房毎収穫











元素含有量を測定した．P, K, Ca, Mg, Mn, Fe, Cu, Zn は
ICP-AES（SPS7800, Seiko Instruments 社）で，Sr は
ICP-MS（ICPM8500, 島津製作所）で測定した．





施設は軒高 5.1m，面積約 2,500 m2 のフェンロー型ハ
ウスであり，ハウス屋根の被覆資材は散光性フッ素系
フィルム（F クリーン GR ナシジ，AGC グリーンテッ
ク）である．同実証拠点内の栽培室（9m × 18m）に 6
列のロックウールスラブを設置し，培養液管理は掛け流
し式（大塚 A 処方，EC1.5dS/m）とした．1 スラブに以









Tomimaru Muchoo’（De Ruiter Seeds 社），‘Endeavour’
（Rijk Zwaan 社）であった．
b　収量評価および出液速度の測定
上記４品種を 2013 年 12 月 2 日に播種，翌年 2014








2013）．調査終了直後の株について，2014 年 5 月 5 日






































表－ 2　必須元素および Sr の葉茎の部位別分布の品種間差異
表－ 1　‘桃太郎８’および‘Quest’の第１段果房の収量と品質＊
Z:Ｌ0～Ｌ5は茎葉を下部から 6分割した部位であり， L0 は地際から第 1果房下 2枚下までの茎葉部， L1は第 1果房 2枚下の上から
その上 2枚までの茎葉部， L2 は， 第 2果房 2枚下の上からその上 2枚までの茎葉部， 以下， L3， L4 は同様であり， L5 は L4 以上
の茎葉部とした．
＊：同じ部位を品種間で比較した場合， 5％の危険率で有意差があることを示し， ns は有意差が無いことを示す （Student の t 検定，




























表－ 3　必須元素および Sr の果実の部位別分布の品種間差異
Z:F1～F4は第1～第4果房 .
＊：F1～F4は， それぞれ， 第1～第4果房を示す．











（Tukey-Kramer 法）．2014 年 5 月 5 日にサンプリングを
実施．
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ク’で 9.2mmol/L，で‘Aegean’で 10.7mmol/L であ
り，やはりオランダ品種の方が高い傾向にあった．この
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Dutch Tomato Cultivar has Greater Sr Uptake and
Is Likely to Have Higher Calcium Uptake and Transport Activity
than Japanese Tomato Cultivar
Akimasa Nakano, Dong-Hyuk Ahn and Tadahisa Higashide
Summary
The concentration of added strontium (Sr) was greater in all parts of the Dutch tomato cultivar ‘Quest’ 
than in the Japanese cultivar ‘Momotaro 8’ . Although Sr was lower in the upper parts of each cultivar, the 
difference in Sr between cultivars was markedly increased in the upper parts. Greater Sr transport in the upper 
parts of ‘Quest’ suggests better Ca translocation to growing points, which supports higher fruit quality. 
Because the bleeding rate and Ca in the sap were higher in Dutch cultivar than in Japanese cultivar, the greater 
Sr transport by Dutch cultivar might be due to greater root acquisition and transport of Sr and Ca.
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